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西俣川小水力発電所基本設計事業 

 
 

１．事業の目的 
長野県飯田市上飯田の天竜川水系西俣川地点において、基本設計を行い、事業実施に向けた事業性評価を 
実施する。 

 
２．事業の内容 
（１）事業者名 

おひさま進歩エネルギー株式会社 
（２）補助事業の名称 

西俣川小水力発電所基本設計事業 
（３）事業期間 

令和７年 7月 23日 ～ 令和 8年 2月 20日 
（４）調査を実施する発電設備の概要 

a.発電形式 ： 水路式 
b.使用水量 ： 0.8 ㎥ /s 
c.有効落差 ： 92.29ｍ 
d.出   力 ： 600ｋW 

 
３．令和７年度の事業実施概要 
（１）基本設計 

専門の設計会社により基本設計を実施。流域面積より流況を決定し、その流況をもとにして、発電規模を 
検討。洪水位の算定から土木設備の構造検討。土木設計を行った。 

（２）事業性評価 
基本設計で得られた、発電規模、土木設計より、水車発電機費用、建設資材費、建設費、年間必要経費 
などを計上し、キャッシュフローを作成した。そのキャッシュフローより運用開始後 20年間の投資回収の 
可否を確認し事業性を検討した。 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・砂古谷砂防堰堤の副提（標高 1181ｍ）から取水し、中部電力西俣川堰堤の約 300ｍ上流付近に発電所を 
建設する設定で、基本設計を実施。 

４．事業の成果等 
（1）基本設計 
流量調査が経過中なので、基本設計では近隣の測水所である片桐ダムの流入量 10年平均に、片桐ダム流域
面積 15.1ｋ㎡と、西俣川取水地点の流域面積 10.8ｋ㎡の比率を掛けたものから流況を算出し発電設備の検討
を行った。ただし令和７年 12月末までの流量調査データ 10か月分と、同時期の片桐ダムの流入量との相関を
計算したところ、相関係数 0.97 と高い値になり、その段階での有意性は確認した。 

（2）事業性評価 
最大使用水量を変化させてそれぞれについて導水管の管路内径を決定し、その数値より損失落差を算出。
有効落差より算出した最大出力から年間有効電力量を出し、年間の収入を決定。全体の設備工事費を積
み上げて、別途年間経費も算出。それぞれについて年間収支を計算し経済性を比較した結果、最大使用
水量 0.8㎥/s を決定した。（下表による） 
使用水量に適合した水車発電機の見積もりを 3社より取得して、レイアウトや設備構成の想定した上工事費を
決定し事業性評価を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．事業スケジュール 
 

項 目 
令和７年度（実績） 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 

基本設計    
 

       

事業性評価          
 

 

 


